
                                      １７９号 

ご挨拶                     
 

                                  校長  田村 貴代美 

 

 本年度、第 8 代目校長として着任いたしました田村貴代美です。 

 私は幼少期から小学校までを青梅市で過ごしました。また、青峰学園は平成２８年度に副校長として赴任し、

その時に過ごした素晴らしい日々は私の教員人生の指針となる貴重な経験となりました。そして、いつかは戻

りたいと思い続けていた学校です。自分の故郷であり、思い入れのある青峰学園に、校長として再び帰ってく

ることができ、大変感慨深いです。久しぶりに訪れた青峰学園は、学校周りにきれいな花が咲き、校舎内も大

変きれいに整理されており感動いたしました。この学校で過ごせることに心躍るとともに、これまで本校を築き、

継承してきた歴代の校長先生方、卒業生やその保護者の皆様、かつて青峰学園で活躍され今は別の場所か

らエールを送ってくださる教職員の方々、そして、変わらず支えてくださっている地域や関係の皆様、その思

いが込められたバトンを受け取った重みを、日を追うごとに感じております。建学以来継承されてきた「青峰ス

タイル」をしっかりと繋いでいきたいと、改めて身が引き締まる思いです。 

 

 さて、では「青峰スタイル」とは何か。それは、建学の精神である「切磋琢磨」に凝縮されています。互いに磨

き合い、一人一人が唯一無二の存在になっていくこと。そしてそれを互いに認め合うこと。児童・生徒と共にあ

る教職員もまた一緒に悩み、模索しながら道を切り開いていきます。ですから本校ではいつも、“相談”するこ

とを大事にしています。児童・生徒にとって一番身近な大人である教職員が、いつでも児童・生徒を一人の人

として対等に扱い、尊重すること。これが「青峰スタイル」の原点です。近年子供の権利が大きく取り上げられ

ていますが、青峰学園は時代に先んじて建学からずっと継続してきました。 

 時代は変化し、青峰学園を形成する児童・生徒や教職員もまた変わっていきます。コンピュータ技術の加速 

的な発展と社会生活の変化に伴い、学び方や 

学ぶ内容も大きく変化してきています。しかし、 

普遍的で失くしてはならないものがあり、それは 

青峰学園に息づき、この青梅の地にあります。 

本年度に在籍する児童・生徒と教職員と共に、 

次の時代へと繋がるよう尽力してまいります。 

 保護者の皆様、地域及び関係機関の皆様、 

本年度も青峰学園の応援団となっていただき、 

ご協力いただきますようお願いいたします。                                      

 
令和７年４月７日（月） 
東京都立青峰学園校長 

田村 貴代美 
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４月 主な行事予定 
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